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◎甘 (あま)夏 (なつ)の歴史 (れきし)と特徴 (とくちょう)◎


甘夏
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甘 (あま)夏 (なつ)の品種 (ひんしゅ)名 (めい)は、川野夏橙（かわのなつだいだい）です。1935年 (ねん)（昭和 (しょうわ)10年 (ねん)）に大分県 (おおいたけん)津久見市 (つくみし)上青江 (かみあおえ)の果樹 (かじゅ)園 (えん)にて、甘 (あま)夏 (なつ)の元 (もと)となる「夏 (なつ)みかん」を栽培 (さいばい)していた川野 (かわの)氏 (し)が、酸味 (さんみ)が少 (すく)ない変 (へん)異種 (いしゅ)を偶然 (ぐうぜん)発見 (はっけん)したことから、川野夏橙（かわのなつだいだい）という名前 (なまえ)がつけられました。川野夏橙（かわのなつだいだい）は、夏 (なつ)みかんよりも酸味 (さんみ)が少 (すく)なく、糖度 (とうど)が高 (たか)いことから「甘 (あま)夏 (なつ)」と呼 (よ)ばれるようになりました。外皮 (がいひ)は硬 (かた)くむきにくく、内袋 (うちぶくろ)も厚 (あつ)く種 (たね)もたくさん入 (はい)っていますが、歯 (は)ごたえのあるみずみずしい果実 (かじつ)とほのかな苦 (にが)み、すっきりとした甘 (あま)さが特徴 (とくちょう)で、現在 (げんざい)では元 (もと)の夏 (なつ)みかんより甘 (あま)夏 (なつ)の生産量 (せいさんりょう)の方 (ほう)が多 (おお)くなっています。また、甘 (あま)夏 (なつ)は生食 (なましょく)だけではなく、ジュースやジャムなどの加工品 (かこうひん)やポン酢 (ず)、皮 (かわ)を剥 (む)いてサラダの材料 (ざいりょう)などに幅広 (はばひろ)く使 (つか)われています。


◎種類 (しゅるい)の多 (おお)いみかん◎


最近 (さいきん)、店頭 (てんとう)では甘 (あま)夏 (なつ)以外 (いがい)にも大きくて黄色 (きいろ)い「晩柑 (ばんかん)」、おへそがかわいい「デコポン」、オレンジとみかんを掛 (か)け合 (あ)わせた「清見 (きよみ)」、さらに清見 (きよみ)と他 (ほか)の種類 (しゅるい)のみかんを掛 (か)け合 (あ)わせた「せとか」など数多 (かずおお)くの種類 (しゅるい)のみかんを見 (み)かけます。中 (なか)には糖度 (とうど)が20度 (ど)を超 (こ)えるものもあり、それぞれ色 (いろ)、形 (かたち)、甘味 (あまみ)や酸味 (さんみ)が異 (こと)なります。日本 (にほん)で作 (つく)られているみかんの数 (かず)は、100種類 (しゅるい)以上 (いじょう)にもなりますので、ご自身 (じしん)でお好 (この)みの味 (あじ)を見 (み)つけてみてはいかかでしょうか？選 (えら)び方 (かた)のポイントは、ヘタの部分 (ぶぶん)が緑色 (みどりいろ)で、表面 (ひょうめん)が滑 (なめ)らかで持 (も)った時 (とき)にずっしりと重 (おも)みを感 (かん)じる物 (もの)の方 (ほう)が果実 (かじつ)部分 (ぶぶん)が多 (おお)くて美味 (おい)しいです。
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